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１ 点検・診断の課題

市町村では

①点検の委託費用が高く(30～60万円/橋）
修繕に予算が回らない

②自分達でやろうにも技術力がない



２ 県・市町村が管理する橋梁の実態

①30ｍ以下の単径間橋梁 ⇒ 大多数
８割

②複数径間の橋梁 ⇒ 少数
1割強

③アーチ、トラスなど ⇒ 極わずか
0.9％



８割の小規模な橋梁は、
職員(事務職含む)自ら点検

予算不足の解消
このためには ①点検の合理化・効率化

②職員の技術力の向上
③人材の育成

『島根プロジェクト』の立上げ

３ 地域の実情に応じた取り組み



３－１ 点検の合理化・効率化

（１）実態に合った点検要領への改定

（２）点検方法の合理化

（３）点検の効率化
タブレット端末の活用

■島根プロジェクト



これまでの島根県の点検要領

国の要領の焼き直し

大規模橋梁・特殊橋を対象

■点検の合理化・効率化

（１）実態に合った点検要領への改定



（１）実態に合った点検要領への改定

※「島根県 道路橋定期点検要領」(H26.11)より抜粋

橋梁名称

鋼鈑桁

鋼箱桁

トラス

アーチ(下路式)

アーチ(上路式)

ラーメン

斜張橋・吊橋

外ケーブル



実態に合った点検要領に改定



これまでの点検調書は・・・

廃止



これからの点検調書は・・・

+
点検時間は平均１０分程度

国提出様式



（２）点検方法の合理化



（２）点検方法の合理化



（２）点検方法の合理化

※現地では仮判定とする



（２）点検方法の合理化

• 創意工夫



（３）点検の効率化
タブレット端末の活用

• 内業の省力化
①市販のタブレット端末

②市販の写真管理ソフト



（３）点検の効率化
タブレット端末の活用

写真集を作成



（３）点検の効率化
タブレット端末の活用



（３）点検の効率化
タブレット端末の活用

写真整理に時間は要しない



３－２ 職員の技術力向上・人材育成
（１）初期段階での専門家指導

市町村職員

市町村職員専門家

専門家



３－２ 職員の技術力向上・人材育成
（１）初期段階での専門家指導

専門家

市町村職員



３－２ 職員の技術力向上・人材育成
（２）少人数・管理する橋梁での現場講習



３－２ 職員の技術力向上・人材育成
（３）健全度判定会（県・市町村合同）

専門家
橋梁点検士
技術士

県・市町村
職員



３－３ 職員の技術力向上・人材育成
これらの取り組みから・・・

不安の払拭 自信の創出

技術力の伝承

小さな町の職員３名で半年で９０橋完了
（半日で７～８橋を点検）



４ 今後の課題
メンテナンスサイクルを循環させるために…

点検

診断修繕

記録

・専門家指導
・少人数の

現場講習
・点検の簡素化

効率化

・専門家指導
・少人数の

現場講習
・点検の簡素化

効率化

・健全度判定会
の開催

・健全度判定会
の開催

・補修方法の
アドバイス

・補修方法の
アドバイス

・データベース
の整備

・データベース
の整備



・点検をすることが目的ではない
限られた予算は、修繕へ

・アドバイス（後ろ盾）があれば
自信をもってできる

おわりに

メンテナンスサイクルを
持続可能なものとするためには
職員自らの点検が不可欠！



ご清聴ありがとうございました


